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巻 頭 言 

 

 
今年度も無事に年報を発行し、機器分析センターの最近の様子をお知らせできることをうれしく思います。 
前号の発行以来、本センターの状況についてはいくつか大きな変化がありました。 
まず、令和６年４月に本学の研究推進・社会連携機構内に「研究機器統轄センター」が設置されました。これ

は、令和４年度に文部科学者が策定した「研究設備・機器の共用推進に向けたガイドライン」に沿ったもので、

学内の研究設備・機器の共有化を推進することで研究力を強化し地域や社会に貢献することを主眼したもの

です。機器分析センター、研究機器統轄センター、総合分析実験センター三者は連携して学内機器共用化と

研究推進に尽力してまいります。併せて、いままで工学域の所属として機器分析センターに派遣されていた技

術職員が研究機器統轄センターに配置換えとなりました。業務は引き続き機器分析センターを主にご担当い

ただきますが、全学的な立場からの業務も可能になり、機動力が高まりました。 
第二は、エックス線光電子分光装置の導入です。令和５年度の概算要求で整備されたもので、令和３年度

の要求による電子プローブマイクロアナライザー・走査型二次電子顕微鏡の導入から間もない大型措置となり

ます。２０年超の老朽設備の更新ではありますが、機器共用化を謳っての申請を評価いただいたものと考えて

います。 
第三は、地域中核・特色ある研究大学強化促進事業（J-PEAKS）で山梨大学の申請が採択されたというこ
とです。令和６年度からの実施で、全学的に研究環境が整備され、その一環として機器分析センターでも大型

の装置の導入が予定されています。 
昨今は、本センターのホームページなどを充実させたこともあり、設置機器の認知度が高まっているようです。

他大学や県職員などの利用に加えて、企業による利用や問い合わせも増加傾向です。ネット利用やオンライ

ン業務が当たり前となる中、大学の分析業務もイントラナショナル化しているのを感じます。 
装置・設備の管理・運営や利用者対応に加えて、新規導入装置関連業務、全学共用化関連業務などセン

ター教職員は多忙を極める毎日です。センター運営委員、センター専門委員、工学域の先生方、さらには工

学域支援課の皆さまのご協力があり、困難を克服して前に進んでおります。感謝申し上げるとともに引き続きの

ご支援をお願いし、巻頭言といたします。 
 
 

２０２５年１０月 
山梨大学機器分析センター長 

近藤英一 
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管理運営組織 

2023 年度 
センター運営委員会委員  

氏  名            所    属  

近藤   英一     機器分析センター（委員長）  
長島  礼人  教育学域 科学教育講座  
林     丈晴  教育学域  科学教育講座  
森石   恆司  医学域  微生物学講座  
北間   敏弘  総合分析実験センター 
佐藤   哲也  工学域  先端材料理工学  
植田   郁生  工学域  応用化学  
向井   真那  生命環境学域 環境科学  
幸田   尚       生命環境学域  生命工学  
藤井   一郎   機器分析センター 

 

センター専門委員会委員  
氏  名            所    属  

近藤   英一    機器分析センター（委員長）  
藤井   一郎    機器分析センター 
有元   圭介    クリスタル科学研究センター 
植田   郁生    工学域 応用化学  
内山   和治    工学域 先端材料理工学  
大槻   隆司    生命環境学域 生命工学  
小幡   誠      工学域 応用化学  
勝又   まさ代   附属ものづくり教育実践センター 
河村   隆之介  附属ものづくり教育実践センター 
桑原   哲夫    工学域 応用化学  
佐藤     哲也    工学域 先端材料理工学  
篠塚   郷貴    附属ものづくり教育実践センター 
武井   貴弘    クリスタル科学研究センター 
原       康祐    クリスタル科学研究センター 
久本   雅嗣    生命環境学域 地域食物科学  
宮崎   淳一    教育学域 科学教育講座  
村中   司      工学域 基礎教育センター 
森長   久豊    教育学域 科学教育講座  
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   山中   淳二    クリスタル科学研究センター 
   山本   千綾    附属ものづくり教育実践センター 

綿打   敏司    クリスタル科学研究センター 

 

センター職員 
氏  名  

センター長  近藤  英一  
専任教員     藤井  一郎  
技術補佐員     望月  萌  
事務補佐員    窪田  玲子  

 

センター技術支援職員  
氏  名  

技術専門職員  勝又  まさ代  
技術専門職員  山本   千綾  
技術職員      河村  隆之介  
技術職員        篠塚  郷貴  

 

2024 年度 
センター運営委員会委員  

氏  名            所    属  

近藤   英一     機器分析センター（委員長）  
林     丈晴  教育学域 科学教育講座  
森長  久豊  教育学域 科学教育講座  
北間   敏弘  総合分析実験センター 
森石   恆司  医学域  微生物学講座  
植田   郁生  工学域  応用化学  
佐藤   哲也  工学域  先端材料理工学  
幸田   尚      生命環境学域  生命工学  
亀井   樹  生命環境学域 環境科学  
藤井   一郎   機器分析センター 

 

センター専門委員会委員  
氏  名            所    属  

近藤   英一    機器分析センター（委員長）  
藤井   一郎    機器分析センター 
有元   圭介    クリスタル科学研究センター 
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植田   郁生    工学域 応用化学  
内山   和治    工学域 先端材料理工学  
大槻   隆司    生命環境学域 生命工学  
小幡   誠      工学域 応用化学  
勝又   まさ代   研究機器統轄センター 
河村   隆之介  研究機器統轄センター 
桑原   哲夫    工学域 応用化学  
佐藤     哲也    工学域 先端材料理工学  
猿渡   直洋  工学域 機械工学  
篠塚   郷貴    研究機器統轄センター 
武井   貴弘    クリスタル科学研究センター 
原       康祐    クリスタル科学研究センター 
久本   雅嗣    生命環境学域 地域食物科学  
村中   司      工学域 基礎教育センター 
森長   久豊    教育学域 科学教育講座  

   山中   淳二    クリスタル科学研究センター 
   山本   千綾    研究機器統轄センター 

綿打   敏司    クリスタル科学研究センター 

 

センター職員 
氏  名  

センター長  近藤  英一  
専任教員     藤井  一郎  
技術補佐員     野呂  茜  
事務補佐員    窪田  玲子  

 

センター支援職員 
氏  名  

技術専門職員  勝又  まさ代  
技術専門職員  山本   千綾  
技術職員      河村  隆之介  
技術職員        篠塚  郷貴  
事務補佐員  柳   紀子  
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運営委員会記録 

令和 5 年度第 1 回 令和 5 年 7 月 21 日(金)〜令和 5 年 7 月 28 日(金)(メール審議) 
1.  走査透過型電子顕微鏡（日立ハイテクノロジーズ・HD-2300C）の企業への公開および企業使用料金の

設定について 

資料 3に基づき、標記の件について説明があり、審議の結果、これを承認した。 
 
令和 5 年度第 2 回 令和 5 年 8 月 23 日(水) 
1.  機器分析センター令和 4年度会計報告及び令和 5年度予算案について 

藤井委員から資料 3 と 4に基づき、標記の件について説明があり、審議の結果、これを承認した。 
2.  今後申請予定の各種補助金・外部資金、学内予算について 

藤井委員から標記の件に関し、申請内容を専門委員会で検討したい旨の説明があり、協議の結果、こ

れを承認した。 
3.  設置予定機器と設備マスタープランについて 

藤井委員から電子後方散乱結晶方位解析装置（EBSD）が今週中に設置されること、近藤委員長から蛍
光寿命分光光度計が今年度中に設置されることについて報告があった。続いて、資料 5 に基づき設備
マスタープランについて説明があった。 

4.  令和 5年度に申請した各種補助金・外部資金について 

藤井委員から文部科学省概算要求の令和 6 年度共通政策課題分（基盤的設備等整備分）所要額調
（研究設備）へ X 線光電子分光・走査型オージェ電子分光システムを申請している旨の報告があった。 

5.  甲府キャンパス機器共用化について 

藤井委員から資料 7に基づき、標記の制度について 2022年度の成果として、以下の報告があった。 
工学部から：管理替して共用化 1件完了 
機器分析センターから：管理替せずに共用化 1件完了 
生命環境学部から：管理替せず共用化 1件完了 

6.  研究推進・社会連携機構の改組計画について 

近藤委員長から標記の件について、総合分析実験センターと機器分析センターを統轄する組織の設置

計画があることについて報告があった。 
 
令和 5 年度第 3 回 令和 5 年 10 月 27 日(金)〜令和 5 年 11 月 2 日(木)(メール審議) 
1.  民間企業向けの機器分析セミナーの形態と講習料、セミナー内規の改定について 

資料 3に示された原案に対して、委員から意見がなされ、それを反映した修正案（「講習料の額は５万円
（税込）／回・基（半日、３名まで）または１０万円（税込）／回・基（１日、３名まで）とする。」）を承認した。 
 

令和 5 年度第 4 回 令和 6 年 3 月 22 日(金)〜令和 6 年 3 月 28 日(木)(メール審議) 
1.  X線関連装置の企業への公開および企業使用料金の設定について 

資料 3に示された原案に対して、委員から意見がなされ、それを反映した修正案を承認した。 
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令和 6 年度第 1 回 令和 6 年 8 月 20 日(火) 
1.  機器分析センター令和 5年度会計報告及び令和 6年度予算案について 

藤井委員から資料 3 と 4に基づき標記の件について説明があり、審議の結果、これを承認した。 
2.  設置予定機器と設備マスタープランについて 

藤井委員から X 線光電子分光・走査型オージェ電子分光システムとフーリエ変換赤外分光光度計が今
年度中に設置されることについて報告があった。続いて、資料 5の基づき、設備マスタープランについて
報告があった。 

3.  今後申請予定の外部資金、学内予算について 

藤井委員から標記の件について、外部資金では大学連携設備ネットワーク共用加速事業への申請、学

内申請では施設整備事業等要求書、大型設備等整備経費、教育研究設備維持管理費、新規事業費

への申請を予定しており、詳細は専門委員会で検討したい旨の説明があった。 
4.  令和 6（2024）年度に申請した各種補助金・外部資金について 

藤井委員から標記の件について、文部科学省概算要求の令和 7 年度共通政策課題分（基盤的設備等
整備分）所要額調（研究設備）に「集束イオンビーム走査電子顕微鏡」を申請したこと、同概算要求の令

和 7 年度中規模研究設備所要額調に「ナノ構造三次元観察電子顕微鏡システム」を申請したことの説
明があった。 

5.  機器分析センター技術補佐員の採用について 

近藤委員長から標記の件について、8 月 1 日より技術補佐員を採用したことが報告された。前任者は昨
年度末に退職している。 

6.  機器共用化について 

近藤委員長から標記について、研究設備の共同利用ガイドラインの策定が進められていること、研

究設備の実査のときに設備の共同利用が可能かどうかについて尋ねるアンケートを実施予定であ

ることについて報告があった。共用化は購入額が 1,000 万円以上の機器が対象となるが、それは
古い機器でも対象となる。 

7.  機器の企業への公開および企業使用料金を決定する権利の専門委員会への移管について 

近藤委員長から標記について説明があった。今後も本件について検討を行う。 
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主要日誌 

令和 5 年 (2023 年) 

4 月  20 日  R5 年度第 1 回機器分析センター専門委員会 
5 月  18 日  R5 年度第 2 回機器分析センター専門委員会 
5 月  22 日  液体窒素安全講習（ハイブリッド開催）（参加者 124 名） 
5 月  23 日  高圧ガス安全講習（ハイブリッド開催）（参加者 115 名） 
6 月  6 日  核磁気共鳴装置利用者講習会（参加者 10 名） 
6 月  7 日  液体窒素貯蔵室の改修（7 月 7 日まで、ESR 移設のため） 
6 月  21 日  核磁気共鳴装置利用者講習会（参加者 8 名） 
6 月  22 日  R5 年度第 3 回機器分析センター専門委員会 
6 月  27 日  設備 NW 加速事業により燃料電池ナノ材料研究センターの ESR を当センターに移設 
6 月  27 日  圧電応答顕微鏡を機器分析センターに移設 
7 月  19 日  東京農工大学スマートコアファシリティー推進機構を訪問（センター長・専任教員ら６名） 
7 月  20 日  R5 年度第 4 回機器分析センター専門委員会 
7 月  20 日  PCB 含有物等廃棄事業によりトランスを搬出・廃棄 
7 月  20 日  旧館 LED 更新工事 
7 月  21 日  R5 年度第 1 回機器分析センター運営委員会（メール会議、7 月 28 日まで） 
8 月 10 日  夏季休業により機器利用を停止 
8 月 16 日  夏季休業終了により機器利用を再開 
8 月  21 日  R5 年度第 2 回機器分析センター運営委員会 
8 月  24 日  R5 年度第 5 回機器分析センター専門委員会 
8 月  24 日  大学への寄付金により FE-SEM（IT-700HR）に EBSD を設置 
9 月  6 日  年報第 10 巻（2022 年度版）発行 
9 月  21 日  大学連携研究設備ネットワーク（設備 NW）主催 NMR 講習会（9 月 22 日まで） 

10 月 16 日  新館空調工事（10 月 19 日まで） 
10 月 19 日  R5 年度第 6 回機器分析センター専門委員会 

10 月  20 日 国立大学法人機器・分析センター協議会 （鳥取大学、オンライン参加） 
10 月 25 日  旧館空調工事（11 月 2 日まで） 
10 月  27 日 R5 年度第 3 回機器分析センター運営委員会（メール会議、11 月 2 日まで） 
11 月 16 日   R5 年度第 7 回機器分析センター専門委員会 

 11 月 21 日  核磁気共鳴装置利用者講習会（11 月 22 日まで） 
12 月  6 日  機器分析センター・セミナー（半日コース×2、FE-SEM、12 月 7 日まで） 
12 月  8 日 粒子径・ゼータ電位測定装置利用者講習会 
12 月 21 日 R5 年度第 8 回機器分析センター専門委員会 
12 月 28 日 冬季休業により機器利用を停止 
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令和 6 年（2024 年）  

1 月  3 日 冬季休業終了により機器利用を再開 

1 月 13 日  学内予算により蛍光寿命分光光度計を設置 
1 月 25 日  R5 年度第 9 回機器分析センター専門委員会 
2 月 5 日  表面技術協会主催オンラインセミナー 
2 月 7 日  東京農工大学スマートコアファシリティー推進機構などの 4 名が当センターを訪問 
2 月 15 日  R5 年度第 10 回機器分析センター専門委員会 
2 月 19 日  設置希望機器調査（3 月 18 日まで） 
3 月  7 日  液体窒素貯蔵室前のスロープ改修工事（3 月 11 日まで） 
3 月  8 日  透過電子顕微鏡（FX）、ウルトラミクロトームなどを搬出・廃棄 
3 月 21 日  R5 年度第 11 回機器分析センター専門委員会 
3 月 21 日 R5 年度第 4 回機器分析センター運営委員会（メール会議、3 月 28 日まで） 
3 月 29 日 JCU 社の FIB を機器分析センターに移設 
4 月  1 日  研究機器統轄センターが設置され、当センター技術支援職員が統轄センター所属となる 
4 月 18 日 R6 年度第 1 回機器分析センター専門委員会 
5 月  14 日  液体窒素安全講習（ハイブリッド開催）（参加者 150 名程度） 
5 月  15 日  高圧ガス安全講習（ハイブリッド開催）（参加者 173 名）  
5 月 16 日 R6 年度第 2 回機器分析センター専門委員会 
6 月  6 日 粒子径・ゼータ電位測定装置利用者講習会（参加者 5 名） 
6 月 11 日 機器分析センター・セミナー（1 日コース、ESR） 
6 月 18 日 設備 NW 加速事業により FE-SEM（IT-700HR）にチャンバースコープ内カメラを設置 
6 月  18 日  核磁気共鳴装置利用者講習会（6/20, 6/25, 7/3 も開催、参加者合計 12 名） 
6 月 20 日 R6 年度第 3 回機器分析センター専門委員会 
7 月 18 日 R6 年度第 4 回機器分析センター専門委員会 
8 月   9 日  夏季休業により機器利用を停止 
8 月 19 日  夏季休業終了により機器利用を再開 

8 月  20 日  R6 年度第 1 回機器分析センター運営委員会 
8 月  23 日  R6 年度第 5 回機器分析センター専門委員会 
10 月 11 日  機器・分析センター協議会（新潟大学、センター長・センター職員ら４名が参加） 
10 月 17 日  R6 年度第 6 回機器分析センター専門委員会 
10 月 17 日   機器分析センター・セミナー（1 日コース、ESR） 
11 月 14 日  佐賀大学技術職員の３名が機器分析センターを見学、意見交換 
11 月 21 日  R6 年度第 7 回機器分析センター専門委員会 
12 月 18 日  XPS, AES, FE-SEM（S-5200）の解体（1 月 9 日, 10 日に搬出・廃棄） 
12 月 19 日  R6 年度第 8 回機器分析センター専門委員会 
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12 月 26 日  佐藤玄助教の卓上型核磁気共鳴装置を機器分析センターに移設（12 月 27 日まで） 
12 月 28 日  冬季休業により機器利用を停止 

 

令和 7 年（2025 年）  

1 月 6 日 冬季休業終了により機器利用を再開 
1 月 9 日 概算要求により新しい XPS を機器分析センターに設置 
1 月 23 日 R6 年度第 9 回機器分析センター専門委員会 
1 月 29 日 設置希望機器調査（3 月 10 日まで） 
2 月 7 日 山梨県の試験・研究施設との交流会（学外から 14 名が参加） 
2 月 7 日 FT-IR をクリスタル科学研究センターに搬出 
2 月 20 日 R6 年度第 10 回機器分析センター専門委員会 
2 月 27 日 大学への寄付金により新しい FT-IR を設置 
3 月 6 日 蛍光寿命分光光度計講習会（参加者 12 名） 
3 月 13 日 R6 年度第 11 回機器分析センター専門委員会 
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センター機器利用手順 

 
 
1. ユーザー登録 

機器を予約して使用するためには「大学連携研究設備ネットワーク」（以下、設備 NW）のウェブサイトでユー
ザー登録する必要があります。 
新しく着任した教員が機器利用料金の支払責任者となる場合は、センター事務室までご連絡ください。設備

NW では「会計責任者」としてユーザー登録が必要になります。登録はセンターで行うので、その後に予算上

限と学外利用可否を設定してください。 
研究室に新しく配属された学生や研究員が機器を利用する場合は、支払責任者となる研究室の教員に、設

備NWの「利用者」としてユーザー登録をしてもらってください。 
 
2. 利用申請書の提出 

機器の利用申請は機器ごとに必要となります。利用申請書（センターHP に電子ファイルがあります）に記入
の上、センター事務室までご提出ください。液体窒素の汲み出しも同様です。 
 
3. 講習受講 

原則としてすべての機器利用および液体窒素の汲み出しは、講習資格をもった教職員から講習を受けなけ

ればなりません。また機器によって講習を随時受け付けているものと、年に 1~2 回しか行わないものとがありま
す。とくに液体窒素を汲み出す場合は年に 1回の学内全体講習会を必ず受講してください。 
 
4. 利用申請（Web） 

講習を受講したら設備NWで利用申請をしてください。 
１．利用申請書が提出されていること 
２．講習を受講したこと 

以上２点がセンターで確認できたら利用申請を承認します。 
 
5. 機器の予約・使用 

利用申請が承認されたら、設備 NW を通してご自身で機器を予約し使用できるようになります。機器ごとに

料金が設定されているので、センターHPの機器一覧に掲載されている料金表を確認してください。また、設備
NW 上で課金状況を確認できますが、実際の請求は使用記録簿（電子ファイルまたはノート）を元に行うため、

差が生じることがあります。なお、予約・使用についてはできるだけ多くのユーザーが公平に利用できるよう、下

記のルール・マナーをお守りください。 
• 予約した時間に遅れたり、使わなかったりなどしないようにしてください。ほかのユーザーにとっても迷惑とな
ります。場合によっては研究室単位で利用を停止するなどの厳しい対応を取ることがあります。 

• 原則として同一研究室で 2 日間連続して機器を使用した場合は、次の使用まで平日 2 日以上間を空けて
ください。ただし前日時点で翌日の予約がない場合については、2日を超えた連続使用を認めます。 

• 連続使用に関しては機器ごとの事情も踏まえて柔軟にルールを運用しています。個別の運用については
機器の管理者にお問い合わせください。 

 
このほかに利用上の注意もセンターHPに掲載されていますのでご覧ください。 
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設置機器とその配置場所 

新館  

   A1 核磁気共鳴装置（NMR） 

 A2 卓上型核磁気共鳴装置 

 A3 ホール測定装置 

 A4 DLTS 測定装置 

   A5 強誘電体特性測定装置 

   A6 LCR メータ 

    A7   電子スピン共鳴装置（ESR）JES-FA200 

    A8   電子スピン共鳴装置（ESR）JES-FA300 

    A9   ハンドヘルド蛍光 X 線分析装置 

    A10  He リークディテクター 

  

B1 電界放射型電子プローブマイクロアナライザ 

（FE-EPMA） 

 B2 電界放射型走査電子顕微鏡（FE-SEM） 

 B3 クロスセクションポリッシャ（CP） 

   B4 真空蒸着装置 

   B5 金属顕微鏡 

 

   C1  X 線光電子分光装置（XPS） 

 C2 分光エリプソメータ（JAW） 

 C3 分光エリプソメータ（Sentec） 

 C4 蛍光寿命分光光度計 

 C5 触針式表面形状測定装置 

 C6  蛍光 X 線分析装置（XRF） 

 C7 ICP 発光分光分析装置（ICP-OES） 

 C8 顕微紫外可視近赤外分光光度計（UV-Vis-NIR） 

 C9 フーリエ変換赤外分光光度計（FT-IR） 

C10 多目的画像解析装置 

 C11 PCR 装置 C15   電解研磨装置 

 C12  熱重量示差熱分析装置（TG-DTA） C16   機械研磨装置 

 C13   示差走査熱量分析装置（DSC） C17  ソフトプラズマエッチング装置 

 C14 試料包埋機 C18  イオンエッチング装置 
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旧館 

D1   三次元座標測定器 

 D2 三次元粗さ測定装置 

 D3 円柱形状測定器 

 D4 ワンショット３D 形状測定器 

 D5 多目的 X 線回折装置 

 D6 小型万能試験機 

 D7 歪測定器 

 D8 電界放射型透過電子顕微鏡（FE-TEM） 

 D9 集束イオンビーム加工装置（FIB） 

    D10  走査透過電子顕微鏡（STEM） 

   D11  プラズマクリーナ 

 

 E1 液体クロマトグラフ質量分析装置（LC-MS） 

 E2 ガスクロマトグラフ質量分析装置（GC-MS） 

 E3 密着強度測定機 

 E4 光学顕微鏡 

 E5 走査プローブ顕微鏡（SPM） 

 E6 ナノインデンタ 

 E7 レーザーラマン分光光度計 

 E8 粒子径・ゼータ電位・分子量測定装置 

    E9 有機微量元素分析装置 

E10 オスミウムコータ 

E11 イオンスパッタ装置 

 E12 カラーレーザー顕微鏡 

 E13 マニピュレータ 

 E14 試料トリミング装置 

 E15 ウルトラクライオミクロトーム 

 E16 真空蒸着装置 

 E17 低角イオンミリング（PIPS） 

 E18 試料研磨システム 

    E19   ミクロトーム 

    E20   真空蒸着装置（DP） 

   E21   ディンプルグラインダー 

   E22   硬質材料用研磨装置 

E23   マイクロソー                                      2025/10/14 現在 
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設置機器の利用件数 
 

2023 年度 

場所 装置 学内 ⼭梨県 他⼤学等 ⺠間企業 合計 

A1 核磁気共鳴装置（NMR） 1,575    1,575 

A3 ホール測定装置 63    63 

A4 DLTS 測定装置      

A5 強誘電体特性測定装置      

A6 LCR メータ      

A7 電子スピン共鳴装置（ESR）JES-FA200 
13 2 3  18 

A8 電子スピン共鳴装置（ESR）JES-FA300 

A9 ハンドヘルド蛍光 X 線分析装置 6    6 

A10 He リークディテクター 1    1 

B1 電界放射型電子プローブマイクロアナライザ（FE-EPMA） 68    68 

B2 電界放射型走査電子顕微鏡（FE-SEM） 278 19  2 299 

B3 クロスセクションポリッシャ（CP） 10    10 

B4 真空蒸着装置(新館 206) 103    103 

C1 X 線光電子分光装置（XPS） 66    66 

新館３階 オージェ電子分光装置（AES） 2    2 

C2 分光エリプソメータ（JAW） 75    75 

C3 分光エリプソメータ（Sentec） 3    3 

C5 触針式表面形状測定装置 110    110 

C6 蛍光 X 線分析装置（XRF） 35    35 

C7 ICP 発光分光分析装置（ICP-OES） 41    41 

C8 顕微紫外可視近赤外分光光度計（UV-Vis-NIR） 2    2 

C9 フーリエ変換赤外分光光度計（FT-IR） 59    59 

C10 多目的画像解析装置      

C11 PCR 装置      

C12 熱重量示差熱分析装置（TG-DTA） 
59    59 

C13 示差走査熱量分析装置（DSC） 

C14 試料包埋機      

C15 電解研磨装置      

C16 機械研磨装置 2    2 

C17 ソフトプラズマエッチング装置      

C18 イオンエッチング装置      

場所は pp.11-12 の図に対応。「山梨県」は山梨県職員の利用件数。「他大学等」は山梨県外の公設機関の利用を含む。 
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場所 装置 学内 山梨県 他大学等 民間企業 合計 

D1 三次元座標測定器      

D2 三次元粗さ測定装置      

D3 円柱形状測定器      

D4 ワンショット３D 形状測定器 58    58 

D5 多目的 X 線回折装置 43    43 

D6 小型万能試験機      

D7 歪測定器      

D8 電界放射型透過電子顕微鏡（FE-TEM） 41    41 

D9 集束イオンビーム加工装置（FIB） 54    54 

D10 走査透過電子顕微鏡（STEM） 26    26 

D11 プラズマクリーナ      

E1 液体クロマトグラフ質量分析装置（LC-MS）      

E2 ガスクロマトグラフ質量分析装置（GC-MS） 82    82 

E3 密着強度測定機      

E5 走査プローブ顕微鏡（SPM） 19    19 

E6 ナノインデンタ 21    21 

E7 レーザーラマン分光光度計 2    2 

E8 粒子径・ゼータ電位・分子量測定装置 82    82 

E9 有機微量元素分析装置 2    2 

E10 オスミウムコータ 12    12 

E11 イオンスパッタ装置 79    79 

E12 カラーレーザー顕微鏡 3    3 

E13 マニピュレータ 4    4 

E14 試料トリミング装置      

E15 ウルトラクライオミクロトーム      

E16 真空蒸着装置(旧館 202) 34    34 

E17 低角イオンミリング（PIPS） 10    10 

E18 試料研磨システム 7    7 

E19 ミクロトーム      

E20 真空蒸着装置(旧館 201)      

E21 ディンプルグラインダー      

E22 硬質材料用研磨装置      

E23 マイクロソー      

新館１階 液体窒素 442 2   444 

 合計 3,592 23 3 2 3,620 
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2024 年度 
場所 装置 学内 山梨県 他大学等 民間企業 合計 

A1 核磁気共鳴装置（NMR） 2,473  43  2,516 

A3 ホール測定装置 59    59 

A4 DLTS 測定装置      

A5 強誘電体特性測定装置      

A6 LCR メータ      

A7 電子スピン共鳴装置（ESR）JES-FA200 
19 2  2 23 

A8 電子スピン共鳴装置（ESR）JES-FA300 

A9 ハンドヘルド蛍光 X 線分析装置      

A10 He リークディテクター 1    1 

B1 電界放射型電子プローブマイクロアナライザ（FE-EPMA） 82    82 

B2 電界放射型走査電子顕微鏡（FE-SEM） 286 26  2 314 

B3 クロスセクションポリッシャ（CP） 10    10 

B4 真空蒸着装置(新館 206) 64    64 

C1 X 線光電子分光装置（XPS） 53 5   58 

新館３階 オージェ電子分光装置（AES）      

C2 分光エリプソメータ（JAW） 77    77 

C3 分光エリプソメータ（Sentec） 1    1 

C5 触針式表面形状測定装置 141    141 

C6 蛍光 X 線分析装置（XRF） 61 1   62 

C7 ICP 発光分光分析装置（ICP-OES） 34    34 

C8 顕微紫外可視近赤外分光光度計（UV-Vis-NIR） 6    6 

C9 フーリエ変換赤外分光光度計（FT-IR） 40    40 

C10 多目的画像解析装置      

C11 PCR 装置      

C12 熱重量示差熱分析装置（TG-DTA） 
62    62 

C13 示差走査熱量分析装置（DSC） 

C14 試料包埋機      

C15 電解研磨装置      

C16 機械研磨装置 8    8 

C17 ソフトプラズマエッチング装置      

C18 イオンエッチング装置      

D1 三次元座標測定器      

D2 三次元粗さ測定装置      

D3 円柱形状測定器      

場所は pp.11-12 の図に対応。「山梨県」は山梨県職員の利用件数。「他大学等」は山梨県外の公設機関の利用を含む。 
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場所 装置 学内 山梨県 他大学等 民間企業 合計 

D4 ワンショット３D 形状測定器 25    25 

D5 多目的 X 線回折装置 96 3   99 

D6 小型万能試験機      

D7 歪測定器      

D8 電界放射型透過電子顕微鏡（FE-TEM） 32    32 

D9 集束イオンビーム加工装置（FIB） 38    38 

D10 走査透過電子顕微鏡（STEM） 13   10 23 

D11 プラズマクリーナ      

E1 液体クロマトグラフ質量分析装置（LC-MS）      

E2 ガスクロマトグラフ質量分析装置（GC-MS） 14    14 

E3 密着強度測定機 7    7 

E5 走査プローブ顕微鏡（SPM） 52 9   61 

E6 ナノインデンタ 16    16 

E7 レーザーラマン分光光度計 3    3 

E8 粒子径・ゼータ電位・分子量測定装置 43    43 

E9 有機微量元素分析装置 1    1 

E10 オスミウムコータ 16    16 

E11 イオンスパッタ装置 45    45 

E12 カラーレーザー顕微鏡 1    1 

E13 マニピュレータ      

E14 試料トリミング装置 8    8 

E15 ウルトラクライオミクロトーム      

E16 真空蒸着装置(旧館 202) 24    24 

E17 低角イオンミリング（PIPS）      

E18 試料研磨システム 7    7 

E19 ミクロトーム      

E20 真空蒸着装置(旧館 201) 7    7 

E21 ディンプルグラインダー      

E22 硬質材料用研磨装置 3    3 

E23 マイクロソー      

新館１階 液体窒素 408 1   409 

 合計 4,336 47 43 14 4,440 
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X 線光電子分光装置の更新と豊富なオプションの紹介 

 ⼯学域 物質科学系 佐藤哲也 
研究機器統轄センター 篠塚郷貴 

 
 ⼭梨⼤学機器分析センターでは 2025 年 2 ⽉に X 線光電⼦分光装置(以下、XPS)を 22 年
ぶりに更新し、ULVAC PHI 社製の PHI GENESIS「フルオート多機能⾛査型 X 線光電⼦分
光分析装置」を導⼊いたしました(図 1)。世界最⾼レベルのエネルギー分解能と空間分解能
を備え、元素および化学結合状態の⼆次元分布測定が短時間で計測可能になりました。リモ
ート/⾃動計測機能を有し、終⽇稼働による⾼スループットな測定を実現します。下記に各
種オプションについて紹介します。 
 
1. ⾼感度かつ⾼エネルギー分解能な測定が可能 
 図 2 は標準的な条件で測定した Ag3d 軌道のスペクトルです。積算回数 1 回、測定時間は
20 秒ほどですが、感度が⾼いため S/N の⼗分良い測定ができています。また X 線をモノク
ロメータで単⾊化していますので、状態分析にも⼗分なエネルギー分解能をもっています。
体感的にですが実サンプルの測定で以前の装置と⽐較しますと、全体の測定時間が 1/5〜
1/10 程度で済み、スループットも格段に⾼くなりました。 
 

 
 

 
 
2. ガスクラスターイオンビーム(GCIB)によるエッチング 
 XPS は試料表⾯のクリーニングや深さ⽅向の分析をするために、アルゴンイオンによる
エッチングを⾏えるようになっています。従来の単原⼦イオン(モノマー)のエッチングでは
試料表⾯をパワフルに削ることができますが、表⾯状態の変質を招いてしまうことがあり

図 2. Ag3d の XPS スペクトル 図 1. 新 XPS外観 
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ました。これは有機系の試料ではとくに顕著な問題となっていました。GCIB は数千個程度
の原⼦集団によるソフトなエッチング⽅法で、試料ダメージを抑えることができます。図３
にフッ素含有⾮晶質カーボン膜（膜厚 13nm）の深さ⽅向分析例を⽰します。 

 

図３．Si 基板上に堆積した a-C:F 薄膜の GCIB によるエッチング 
（Ar+クラスターサイズ：2000、加速エネルギー:2keV) 

 
3. オージェ電⼦分光分析(AES)による微⼩領域分析 
 AES は電⼦線を試料に照射したときに放出されるオージェ電⼦の運動エネルギーを測定
します。XPS に⽐べると定量精度が低く、状態分析にも向きませんが、空間分解能に優れて
います。XPS の分析径が最⼩ 5 um(通常測定で 100 um)なのに対し、AES の分析径は 100 
nm 程度の⼩ささです。SEM 像を観察しながらピンポイントで対象の分析を⾏ったり、観
察視野内のマッピング測定を⾏ったりできます。図 4は Cuと SiO2が 1 um単位で交互に

カーバイド

@Si基板 

C 1s 

C 1s 

O 1s Si 2p 

F 1s 
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連なる試料の SEM像と AESマッピング像です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
4．紫外光電⼦分光分析(UPS)による仕事関数・イオン化ポテンシャルの評価 
 UPS は X 線の代わりに紫外線(He I 線: 21.2 eV)を照射したときに放出された光電⼦の運
動エネルギーを測定します。価電⼦帯(束縛エネルギーの⼩さい領域)を⾼感度で観測できる
ため、化学結合状態や電⼦構造の詳細な情報が得られます。また、物質の仕事関数やイオン
化ポテンシャルを評価することも可能です。 
 
5．反射電⼦エネルギー損失分光法(REELS)によるバンドギャップの評価 
 電⼦線を試料に照射したとき、⼤部分の電⼦は弾性散乱されますが、⼀部の電⼦は試料物
質中の電⼦励起やバンド間遷移などによりエネルギーを失い、⾮弾性散乱されます。REELS
ではこれらの散乱電⼦のエネルギー損失スペクトルを測定します。それにより物質のバン
ドギャップや表⾯励起状態などの電⼦構造情報を評価することができます。 
 
6．低エネルギー逆光電⼦分光法(LEIPS)による電⼦親和⼒の評価 
 LEIPS では、低エネルギーの電⼦を試料に照射し、電⼦が試料物質の空軌道に捕獲され
る際に放出される光を検出します。この光のエネルギーから真空準位を決定し、得られたス
ペクトルから物質の電⼦親和⼒を評価できます。 
 
7．700℃以上の試料加熱が可能 
 分析室または予備排気室内で試料温度を 700℃以上に加熱することができます。 
 
本装置の設置により、燃料電池実装のための有機・無機材料をはじめ、医療・半導体・構
造⽤⾦属材料・複合材料など先端材料研究、配線実装品や表⾯改質材に関する研究推進や、
県内企業の開発⽀援に寄与できるものと期待されます。 

F 250 Comment 4/10/2024

5-1

FOV: 20.0 µm 5.0 µm

図 4(a). SEM像 図 4(b). AESマッピング像 (⾚: Cu 緑: Si) 
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66  國枝 慎、矢崎 智昌、有元 圭介、山中 淳二、原 康祐 
スパッタリング法による酸化サマリウム薄膜の作製 
第 71回応用物理学会春季学術講演会、(2024.3). 

67 原 康祐、牧 祐孝、類家 哉子、山中 淳二、有元 圭介 
近接蒸着法による傾斜 Si 基板上への単一結晶方位 BaSi2薄膜の形成 
第 71回応用物理学会春季学術講演会、(2024.3). 

68 鬼丸瑞樹，丸山祐樹，長尾雅則, 綿打敏司，田中功 
TSFZ法による Li0.1La0.3Nb0.8Ta0.2O3の単結晶育成と評価 
第 39回日本セラミックス協会関東支部研究発表会 (2023.9). 

69  大神田康平, 丸山祐樹, 長尾雅則, 綿打敏司, 田中功 
Li1+xAlxTi2-x(PO4)3単結晶の育成条件の検討 
日本セラミックス協会第 35回秋季シンポジウム (2023.9). 

70 丸山祐樹・鬼丸瑞樹・長尾雅則・綿打敏司・田中功 
LixLa(1-x)/3Nb1-yTayO3 リチウムイオン伝導体の単結晶育成と評価 
日本セラミックス協会 2024年年会 (2024.3). 

71  宮澤航平、上垣良信、芦澤里樹、塩澤佑一朗、佐藤哲也 
繊維上のバナジウム化合物の構造変化による光吸収発熱機能性への影響 
第 59回染色化学討論会、2F04 (2023.11). 

72 礒彩香， 佐藤康平， 下村武史, 佐藤哲也，勝又まさ代 
P3HTナノファイバー凍結乾燥体のキャリア種と熱電特性の相関 
2023 年度繊維学会秋季研究発表会、2B09(2023.11). 

73 北原広貴、秋山恒樹、佐藤哲也、塩澤佑一郎 
極低温で合成した非晶質カーボン薄膜の NEXAFS解析 
第 71回応用物理学会春季学術講演会,24p-P02-6（2024.3）. 
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74 小澤一貴、渡辺龍星、山田智輝、佐藤哲也 
NF3 および SF6 凝縮層の電子励起による SiN のクライオエッチング 
第 71回応用物理学会春季学術講演会, 24p-P09-8 （2024.3）. 

75 Ayato Nishizaki, Kaito Nakao, Takeshi Miyairi, Tatsuya Yokohira, Daichi Yamada, Atsuki Okawa, Tetsuya 
Sato, Yohei Otani 
Fabrication of Al2O3 film on Ge substrate at 190K and its electrical properties 
14th International WorkShop on New Group IV Semiconductor Nanoelectronics , P-06 (2023.12). 

76 神保宏務，近藤英一 
Cu 表面における SAM 膜形成の in-situ エリプソメトリ評価 
表面技術協会第 148回講演大会  2023年 9 月 5日  表面技術協会 

77 竹内創太, 近藤英一 
超臨界 CO2を用いた Ni エッチングの温度・エッチャント濃度依存性 
第 87 回半導体・集積回路技術シンポジウム  2023年 8 月 30日  電気化学会電子材料委員会 

78 Junji Yamanaka, Joji Furuya, Kosuke O. Hara, Keisuke Arimoto 
Evaluation of Lattice-Spacing of SiGe/Si by NBD using Two Condenser-lens TEM, Experimental Study about 
the Effect of Convergence Angle 
Microscopy & Microanalysis 2023 Meeting (July 23-27, 2023, Minneapolis, USA), 24 July. 

79 Junji Yamanaka, Keisuke Arimoto, Takuma Ampo, Yasushi Takahashi 
Elemental and Crystallographic Analysis of Trapiche Ruby using Micro X-ray Fluorescence Spectroscopy, 
X-ray Pole Figure Map, and Low Vacuum Type Field Emission Scanning Electron Microscopy 
Microscopy & Microanalysis 2023 Meeting (July 23-27, 2023, Minneapolis, USA), 26 July. 

80 Junji Yamanaka, Chihiro Sakata, Kosuke O. Hara, Keisuke Arimoto 
Feasibility study for the evaluation of SiGe/Si(110) domain tilt using X-ray diffraction reciprocal space 
mapping and conventional HR-TEM method 
The 20th International Microscopy Congress (IMC20), (September 10-15, 2023, Busan, Korea), 13 Sep. 

81 近藤弘人、有元圭介、原康祐、山中淳二 
低温成長した Si/Ge/SiO2の TEM, SEM, AFM観察 
日本顕微鏡学会第 79回学術講演会（2023年 6 月 26-28日、松江） 

82 NBD 回折円盤を用いた Ni-Al-Ti 合金中の析出物と母相の面間隔評価 
古屋丞司、山中淳二、有元圭介、原康祐、土井稔 
日本金属学会 2023年秋期(第 173回）講演大会 2023年 9 月 19-22日（富山） 

83 SiGe / Ge / Si (111)に発生するクラックの方位 
田島 滉太、山中 淳二、有元 圭介、原 康祐、我妻 勇哉、澤野 憲太郎 
日本金属学会 2024年春期（第 174回）講演大会（2024年 3 月 12-15日、東京） 

84 Si/Ge/SiO2の低温成長とその構造及び電気特性評価 
有元 圭介、近藤 弘人、河村 剛登、中川 清和、原 康祐、山中 淳二 
第 71回応用物理学会春季学術講演会（2024年 3 月 22～25日、東京都市大学世田谷キャンパス）

23p-12K-9 
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センターを利用した研究業績（2024 年度）  

学術論文 
1 I. Ueta, M. Hayashibe, K. Nakagami, Y. Saito 
   "Purge and Trap Extraction of Musty Odor Compounds by Thermal Desorption Tube Packed with 

Polydimethylsiloxane-Coated Macroporous Silica Adsorbent", Chromatography, 45, 133-137 (2024). 
2 I. Ueta, H. Suzuki, T. Koyama, Y. Saito 

 Adsorption of Gaseous Organic Compounds onto PM2.5 During Air Sampling 
Chromatography, 45, 79-83 (2024). 

3 Y. Yonezaki, Y. Katsumata 
Structural consideration on Eu2+ distribution inside glaserite-type Na(Ba, Sr)PO4: Eu2+ phosphor: High-
intensity and broadband emission consisting of three overlapping Eu2+ emission bands  
Opt. Mater., 157, 116185 (2024. 9). 

4 Hisatoyo Morinaga, Momoka Shibutani 
    Repeatable adhesion of bio-based polymer derived from tetrafunctional epoxides and polyhydric carboxylic 

acid, Tetrahedron Letters, 140, 155021 (2024). 
5 Hisatoyo Morinaga, Takumi Inoue 

Synthesis and properties of network polymers derived from bis-functional limonene cyclic carbonate,  
Journal of Network polymer, Japan, 46(2), 78-84 (2025).  

6 Toshiaki Tsukuda, Yoshinori Odagiri 
 (μ-Pentafluorophenylthiorato)(o-bis(diphenylphosphino)benzene) Silver(I) Dimer  
Molbank, 2025, M1970 (2025.2). 

7 T. Osaki, M. Ueda, S. Hirohara, M. Obata 
IR783 encapsulated in micelle enhance for the efficacy of photothermal therapy in mouse breast cancer 
Photodiagn. Photodyn. Ther., 49, 104340 (2024). 

8 M. Obata, S. Yamaguchi, T. Yoshimura 
A Stochastic FRET Study on the Core Dimension of Polystyrene-block-Poly(polyethylene glycol 
monomethyl ether acrylate) Micelles, Langmuir, 40, 20596–20603 (2024). 

9 Y. Yamamoto, Y. Konakazawa, K. Fujiwara, A. Ogawa 
    Transition-Metal-free Synthesis of Arylboronates via Thermal Generation of Aryl Radicals from 

Triarylbismuthines in Air, Beilstein J. Org. Chem. 20, 2577-2584 (2024.10). 
10 K. Fujiwara, S-i. Kawaguchi, Y. Yamamoto, Y. Gonda, A. Ogawa 

Acyl Iodide Synthesis from Carboxylic Acids Using a Novel Ph2P(O)H-I2 Binary System and Its Application 
to Facile Preparation of Amides, Esters, and Thioesters, ChemistrySelect, 9, e202404567 (2024. 10) 

11 Ichiro Fujii, Ryohei Yuzawa, Shunsuke Kamimura, Shintaro Ueno, Satoshi Wada 
Effect of MnO2 content on the growth and electric properties of <110>c-oriented 0.85(Bi0.5Na0.5)TiO3-
0.15BaTiO3 single crystals fabricated by solid-state crystal growth method 
Journal of the European Ceramic Society 45(3) 117043 2025年 3月 

12 N. Miyajima, D. Yamaguchi, R. Hiraoka, C. Yamamoto, K. Narushima, K. Suzaki, H. Sakane 
Hydrothermal modification of residues from beverage extraction and ethene adsorption properties of the 
resulting carbons, Carbon Reports, 10.7209/carbon.040301 (2025). 

13 猿渡直洋、小池純矢、関谷英治、中山栄浩 
溶体化処理直後の冷却条件が AC4CH合金鋳造材のミクロ組織と機械的性質に及ぼす影響 
鋳造工学、96(11)、564-572、(2024.11). 

14 Ryuto Horie, Kazuharu Uchiyama, Kingo Uchida, Hirokazu Hori 
   Electronic imaging of photoisomerisation process in photochromic crystals with scanning tunnelling 
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spectroscopy, Scientific Reports 15, 5416 (2025.2). 
15 K. Kato, M. Sakai, Y. Yamazaki, K. Hara, and T. Kouno 
    Hexagonal ZnO microdisk grown by mist chemical vapor deposition on c-plane sapphire substrate and lasing 

actions, Jpn. J. Appl. Phys. 63, 128002 (2024). 
16 T. Kouno and M. Sakai 
    Photonic Microsensor Based on a ZnO Nanowire Grown by Mist Chemical Vapor Deposition  

physica status solidi (a) 222, 2400744 (2024). 
17 A. Syouji, Y. Iwamoto, T. Kouno, and M. Sakai 
    Stability of Intensity Imbalance between Left- and Right-Circulation Modes in GaN Hexagonal Microdisk 

 physica status solidi (a) 221, 2300948 (2024). 
18 N. Saito, M. Honda, H. Sugimoto, T. Takei, N. Kumada 
   Solvent-free mechanochemical synthesis of zinc glutarate for the heterogeneous catalysis of propylene oxide 

and CO2 copolymerization, Bulletin of the Chemical Society of Japan, 97, uoae132 (2024).  
19 Joji Furuya, Junji Yamanaka, Keisuke Arimoto, Kosuke O Hara, Minoru Doi  
    Evaluation of Lattice Spacing of Precipitates and Matrix in a Ni-Al-Ti Alloy by NBD and Image Analysis 

using Two Condenser-Lens TEM, Microscopy and Microanalysis, 30S1, 319 (2024). 
20 Kota Tajima, Junji Yamanaka, Keisuke Arimoto, Kosuke O Hara, Youya Wagatsuma, Kentarou Sawano 
    Crystallographic Orientations of Cracks Formed in SiGe/Ge/Si(111), Microscopy and Microanalysis, 30S1, 

573 (2024). 
21 Ryota Takagaki, Chiaya Yamamoto, Junji Yamanaka, Keisuke Arimoto, Masashi Kurosawa, Kosuke O. Hara 
    Synthesis and characterization of CaSi2 films for hydrogenated 2D Si nanosheets, Journal of Vacuum Science 

& Technology A 42, 053404 (2024) 
 

学会発表 
22 勝俣優希、米崎功記 
    光刺激による BaNaPO4: Eu蛍光体の発光色変化  
第 40回日本セラミックス協会関東支部研究発表会、C08 (2024.9) 

23 早川大優希、米崎功記 
    Ca3-xEuxMgSi2O8の光刺激による発光色変化  
第 40回日本セラミックス協会関東支部研究発表会、C09 (2024.9) 

24 久本雅嗣、堺淳平、浅井慎之介、小原嘉月、山田朋美、渡辺（斉藤）史恵、奥田徹 
   13C NMRを用いたワイン中の酒石酸の電離平衡の解析  

(公社)日本食品科学工学会 令和 7 年度関東支部大会（2025.3） 
25 杉江弘太郎、小幡誠 
    19F ラベルしたクロスリンカーの合成と高分子末端修飾への応用  
第 73回高分子討論会、2024月 9月 26日 

26 才間里緒菜、小幡誠 
    AIE色素を連結した両親媒性ブロックコポリマーの合成と特性評価  
第 73回高分子討論会、2024月 9月 26日 

27 小幡誠、大間一慶、木部泰希、才間里緒菜 
    凝集誘起発光を利用した高分子ミセルへの低分子化合物内包挙動の解析の試み  
第 40回日本 DDS学会学術集会、2024月 7月 11日 

28 M. Obata, W. Miyaoi, H. Tanaka, Y. Iijima, K. Nakakita 
   Cationic Ruthenium Complex-Loaded Reverse Polymer Micelles for Two-Color PSP/TSP, 9th Japanese-

German Joint Seminar –Molecular Imaging Technology for Interdisciplinary Research–August 28, 2024 
29 Y. Yamamoto, A. Ogawa 
   Palladium-catalyzed direct carbonylation of heteroaromatics under CO/CO2-binary conditions leading to 
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carboxylic acids, International Symposium on Main-group-element Chemistry (ISMEC-2024) (2024. 5) 
30 小中澤優貴、山本結生、小川昭弥 
   有機ビスマスをアリール源とするボロン酸エステルの遷移金属フリー合成  
第 14回 CSJ化学フェスタ 2024 (2024.10) 

31 可児 玲大、山本結生 
    Pd触媒を用いた安定ジホスフィンのリン–リン結合直接活性化による末端アルキンへのリン官能基の位置・

立体選択的導入, 日本化学会第 105回春季年会 (2025.3) 
32 小中澤 優貴、山本結生 

Brønsted酸添加により可逆的に緑色発光するアミノ基修飾キナゾリン誘導体の合成と光学特性評価  
日本化学会第 105回春季年会 (2025. 3) 

33 M. Kim, Y. Shigesato, H. Yanagi 
  Independent control of the valence band maximum and conduction band minimum of amorphous Cd-In-Ga-O 

thin film by adjustment of Cd and Ga concentration, Transparent Conductive Oxides - Fundamentals and 
Applications (TCO2024), Leipzig, Germany (27 September 2024) 

34 天羽航介，白鳥拓郎，福井慧賀，小俣香織，柳博 
   単純固化法による SnS(硫化スズ)単結晶の育成 
第 63回セラミックス基礎科学討論会，(2A17) 新潟(2025年 1月 9日) 

35 神谷翔矢，福井慧賀，小俣香織，長尾雅則，柳博 
   a-IGZO:Ni 薄膜の電子輸送特性に及ぼす製膜雰囲気の影響  
第 40回日本セラミックス協会関東支部研究発表会，(P08) 信州大学，長野 (2024年 9月 4日). 

36 輿水由美香，土屋晴輝，福井慧賀，小俣香織，長尾雅則，柳博 
   Cd-Ni-O 薄膜の巨大磁気抵抗特性に及ぼす Ni 濃度の影響  
第 40回日本セラミックス協会関東支部研究発表会，(P09) 信州大学，長野 (2024年 9月 4日). 

37 永野綾菜，大森真拓，福井慧賀，小俣香織，柳博 
   真空蒸着法によるα相およびπ相 SnS 薄膜の作製  
第 40回日本セラミックス協会関東支部研究発表会，(P10) 信州大学，長野 (2024年 9月 4日). 

38 Keisuke Arimoto 
   (110)-Surface Strained-Channel MOSFETs 

ECS PRiME 2024, G03-2372 (2024年 10月 11日)) 
39 藤本 雄太、横田 もなみ、和田 直之、鈴木 陽洋、松川 和人、松本 光二、山本 博昭、原 康祐、山中 
淳二、有元 圭介 

   Si(110)ウエハー上に成膜した SiGe 薄膜の表面形状への基板傾斜の影響  
第 72回応用物理学会春季学術講演会 15p-K310-8（2025年 3月 15日） 

40 Ichiro Fujii 
    Fabrication of electro-optic transparent ceramics by conventional sintering technique  
日本セラミックス協会 2025年年会, 浜松, 2025年 3月 5日 

41 Ichiro Fujii, Ryohei Yuzawa, Shunsuke Kamimura, Shintaro Ueno, Satoshi Wada 
  Effect of Mn content on the growth and electric properties of <110>c-oriented 0.85(Bi0.5Na0.5)TiO3-

0.15BaTiO3 single crystals fabricated by solid-state crystal growth method  
21st US-Japan Seminar on Dielectric and Piezoelectric Ceramics, Kofu, Japan, 2024年 11月 12日 

42 Ichiro Fujii 
  Developments of new lead-free piezoelectric ceramics and transparent piezoelectric ceramics 

    MS&T24, Pittsburg, PA, USA, October 7, 2024. 
43 Ichiro Fujii, Ryohei Yuzawa, Shunsuke Kamimura, Shintaro Ueno, Satoshi Wada 

Fabrication of Mn-Added [110]-Oriented 0.85(Bi0.5Na0.5)TiO3-0.15BaTiO3 Single Crystals by Solid-State 
Crystal Growth Method, IEEE UFFC-JS 2024, Taipei, Taiwan, 2024年 9月 24日 

44 藤井一郎, 湯澤瞭平, 上村駿介, 上野慎太郎, 和田智志 
    固相結晶成長法による<110>配向 0.85(Bi0.5Na0.5)TiO3–0.15BaTiO3単結晶の作製  
第 41回強誘電体会議, 京都, 2024年 6月 12日 
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45 藤井一郎 
    非鉛系強誘電体単結晶の固相成長  
日本学術振興会第 R032 委員会 第 17回研究会, 東京, 2024年 5月 10日 

46 白須伊吹，阪根英人，宮嶋尚哉，曽根田靖 
  スクロースの水熱改質に及ぼす Fe 種の影響 
第 51回炭素材料学会年会，福岡，2P29 (2024) 

47 猿渡直洋、小池純矢、関谷英治、中山栄浩 
    溶体化処理直後の冷却条件が AC4CH合金鋳造材のミクロ組織と機械的性質に及ぼす影響  
日本鋳造工学会 第 183回全国講演大会【受賞記念講演】、2024年 5月 

48 猿渡直洋、米山琢也、中山栄浩 
    溶体化処理後の冷却条件が AC4CHアルミニウム合金鋳造材の時効特性に及ぼす影響  
日本鋳造工学会 第 183回全国講演大会、2024年 5月 

49 服部研佑、猿渡直洋、中山栄浩、村松翼、関谷英治、若尾博明 
   US304 鋼の引張変形に伴う格子欠陥が窒化層形成に及ぼす影響  
日本金属学会 2024年(第 175回)秋期講演大会、2024年 9月 

50 猿渡直洋、米山琢也、中山栄浩、関谷英治 
   AC4CHアルミニウム合金鋳造材の機械的性質に及ぼす溶体化処理後の冷却条件の影響  
日本鋳造工学会 第 184回全国講演大会、2024年 10月 

51 白倉健渡、猿渡直洋、中山栄浩、関谷英治 
    ECAP 加工後の短時間溶体化処理が AM60Bマグネシウム合金のミクロ組織に及ぼす影響  

軽金属学会 第 147回秋期大会、2024年 11月 
52 堀江龍斗、内山和治、内田欣吾、堀裕和 

  フォトクロミック微結晶アレイ構造試料の局所光励起による光異性化連鎖反応  
2024年第 85回応用物理学会秋季学術講演会、18a-A32-2 (2024.9) 

53 堀江龍斗、内山和治、内田欣吾、堀裕和 
   フォトクロミック微結晶におけるナノ光異性化の走査型トンネル分光法を用いた非破壊計測  

2024年第 85回応用物理学会秋季学術講演会、20a-P02-9 (2024.9) 
54 土山晃平、堀崎遼一、内田欣吾、堀裕和、内山和治 
    フォトクロミック結晶におけるナノ光記憶の部分的消去と再構成  

2024年第 85回応用物理学会秋季学術講演会、18a-A33-5 (2024.9) 
55 阪根英人、小坂海饗 
    高炉スラグのクエン酸水溶液による各含有元素の分離  
日本鉄鋼協会 第 188 回秋季講演大会、97(2024.9) 

56 濱田侑希 
    高炉スラグから分離したシリカ成分の精製  
日本鉄鋼協会 第 188 回秋季講演大会、PS-26(2024.9) 

57 杉山主記、久保田恒喜、宮嶋尚哉、阪根英人 
   アンモニア水を用いて Ag+をイオン交換した Ag+交換 A 型ゼオライト蛍光体の蛍光特性  
第 37回イオン交換研究発表会、PI-10(2024.10) 

58 久保田 恒喜, 宮嶋 尚哉, 阪根 英人 
    陽イオン種を変化させたゼオライト系蛍光体の蛍光特性の調査  
第 84回分析化学討論会 

59 久保田 恒喜, 宮嶋 尚哉, 阪根 英人 
    焼成したゼオライトなどのケイ酸塩の蛍光種推定と生成機構の解明および実用化を目指した応用  

2024年光化学討論会 
60 久保田 恒喜, 柏木 祐人, 阪根 英人 
    高炉スラグから合成したクエン酸カルシウムの CO2の吸収挙動  
日本鉄鋼協会 第 188回秋季講演大会  

61 Koki Kubota, Naoya Miyajima, Hideto Sakane 
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    Study on the Production Mechanism of Fluorescent Species and Its Application to White LED of NH4-Form 
Y-Type Zeolite, PRiME 2024; Pacific Rime Meeting on Electrochemical and Solid State Science 

62 久保田 恒喜, 宮嶋 尚哉, 阪根 英人 
    対陽イオンを種々の典型元素に変えたゼオライト蛍光体の陽イオンと蛍光波長シフトとの関係についての

研究, 連合年会 2024（第 37回日本イオン交換研究発表会・第 43回溶媒抽出討論会） 
63 久保田 恒喜, 井上(安田)久美 
    電気化学発光と蛍光の相関性および希土類フリー蛍光体の蛍光種推定  

JST創発的研究支援事業 自発的融合の場 『第 2回材料への新規解析・計測手法の適用』 
64 川口雄輝, 東海林篤, 光野徹也, 菊池昭彦, 岸野克巳, 酒井優 
   六角形状 GaNマイクロディスクにおけるWGM発振の周回方向(II)  
第 85回応用物理学会秋季学術講演会, 20a-P02-1, 朱鷺メッセ（新潟県新潟市）(2024.9) 

65 増田悠人, 酒井優, 小島磨 
    歪み添加 GaAs/AlAs量子井戸の光学特性評価  
第 85回応用物理学会秋季学術講演会, 20a-P02-4, 朱鷺メッセ（新潟県新潟市）(2024.9) 

66 M. Sakai and K. Matsuda 
    Study of spacial property of excitons in atomically thin layered materials, The 15th International Symposium 

of Advanced Energy Science, ZE2024B-24, Kyoto University (Uji, Kyoto) (2024.12) 
67 酒井優, 中山都嵩, 松田一成 
近接場光学顕微鏡を用いた単層 WSe2の局所観察, 第 72回応用物理学会春季学術講演会, 16a-P07-18, 
東京理科大学野田キャンパス（千葉県野田市）(2025.3) 

68 大西 幸輝，福井 慧賀，柳 博，小俣 香織 
放放電プラズマ焼結法を用いたアパタイト型ケイ酸ランタン焼結体の一段階作製  
日本セラミックス協会 第 37回秋季シンポジウム、2PL17pm (2024.9) 

69 山田隆一、伊藤安海、吉原正一郎、野坂洋一、鈴木大介 
    ZM21マグネシウム合金の疲労特性に及ぼす ECAP 加工条件の影響  

軽金属学会第 147回秋期大会講演概要，58，pp115-116，(2024.11) 
70 齋藤典生, 熊田伸弘, 山本千綾, 武井貴弘, 山中淳二, 堀越秀春 
    無機-有機ハイブリッドペロブスカイトナノ結晶を埋包した層状ケイ酸塩ケニアイトの合成とその光学特性, 
第 5回酸素酸塩材料科学研究会, 2025年 1月, 千葉工業大学津田沼キャンパス.  

71 齋藤典生, 本田正義, 杉本裕, 武井貴弘, 熊田伸弘 
    プロピレンオキシドと CO2の共重合における不均一触媒グルタル酸亜鉛の溶媒レス合成と触媒特性 
無機マテリアル学会第 149回学術講演会, 2024年 11月, 名古屋工業大学. 

72 足立隼也, 齋藤典生, 武井貴弘, 熊田伸弘 
    メカノケミカル反応を用いたハロゲン化金属ペロブスカイト／メソポーラスシリカ複合体の作製 
無機マテリアル学会第 148回学術講演会, 2024年 6月, 明治大学生田キャンパス. 

73 小澤一貴、佐藤哲也、清水昭貴  
Si3N4および Siの NF3/SF6誘導結合プラズマ照射による Self-limitationエッチングプロセス  
2024年第 85回応用物理学会秋季学術講演会、講演番号[18p-A31-15]、2024.9.18 

74 加藤有真、片岡淳司、斎藤僚、飯野大輝、福水裕之、佐藤哲也、栗原一彰 
   F2/Ar/H2ガス系を用いた SiO2膜のクライオエッチングにおける反応メカニズム解明  

2024年第 85回応用物理学会秋季学術講演会、講演番号[18p-A31-16] 2024.9.18 
75 山本悠矢、加藤広大、佐藤哲也、王谷洋平 
    Ar/O₂直流放電プラズマ照射による Si と Ge 基板の極低温酸化 2024年第 85回応用物理学会秋季学術

講演会、講演番号[16p-P02-9] 2024.9.16 
76 菅野拓海、北原広貴、篠塚郷貴、寺澤章裕、佐藤哲也 

  a-C:F 薄膜の極低温合成と表面改質に関する研究  
2025年第 72回応用物理学会春季学術講演会、[16p-P02-3]、2025.3.16 

77 齋藤僚、小澤一貴、渡辺龍星、佐藤哲也 
    エッチング反応生成物の電子遷移誘起脱離 
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2025年第 72回応用物理学会春季学術講演会、16p-P02-6] 2025.3.16 
78 加藤有真、片岡淳司、斎藤僚、飯野大輝、福水裕之、佐藤哲也、栗原一彰 

 [第 57回講演奨励賞受賞記念講演] F2/Ar /H2ガス系を用いた SiO2膜のクライオエッチングにおける反応

メカニズム解明、2025年第 72回応用物理学会春季学術講演会、[17p-K304-5] 2025.3.17 
79 Hiroto Shinmura, Tetsuya Sato, Yohei Otani 

Fabrication and I-V characteristic evaluation of Pt/TiO2/Ge capacitors 
15th International WorkShop on New Group IV Semiconductor Nanoelectronics. [P-03] 2024.10.21 

80 王谷洋平, 佐藤哲也, 櫻庭政夫, 室田淳一 
    成膜温度が high-k/Ge 構造の特性に及ぼす影響に関する考察  

FY 2024 RIEC Annual Meeting on Cooperative Research Projects Research, Institute of Electrical 
Communication, Tohoku University.  [B-36]2025.2.14 

81 榊原潤紀、近藤英一 
超臨界 CO2を用いた Cuエッチングにおけるプロセス条件依存性の検討  
電気化学会第 92回大会 開催年月日： 2025年 3月 20日 

82 山中雅斗、近藤英一  
ナノインデンテーション法を用いた Cu 薄膜界面層の評価  
第 88回半導体・集積回路技術シンポジウム  開催年月日： 2024年 8月 26日 

83 大岡洋祐、近藤英一  
多元同時スパッタリング装置を用いた Co-Ti 合金薄膜の作製と評価  
第 88回半導体・集積回路技術シンポジウム 開催年月日： 2024年 8月 26日 

84 Kota Tajima, Junji Yamanaka, Keisuke Arimoto, Kosuke hara, Youya Wagatsuma, Kentarou Sawano 
    Crystallographic Orientations of Cracks Formed in SiGe/Ge/Si(111), Microscopy and Microanalysis 2024, 

July 28 – August 1, Cleveland, OH, Monday July 29, 2024 
85 Joji Furuya, Junji Yamanaka, Keisuke Arimoto, Kosuke Hara, Minoru Doi 
    Evaluation of Lattice Spacing of Precipitates and Matrix in a Ni-Al-Ti alloy by NBD and Image Analysis 

using Two Condenser-Lens TEM, Microscopy and Microanalysis 2024, July 28 – August 1, Cleveland, OH, 
Monday July 30, 2024 

86 古屋 丞司、山中 淳二、有元 圭介、原 康祐、土井 稔 
    NBD回折円盤を用いた面間隔評価方法の改良と Ni-Al-Tiへの応用 
    日本顕微鏡学会第 80回学術講演会、千葉、2024年 6月 3-5日、P-M_24（6月 3日、4日） 
87 古屋 丞司、有元 圭介、馬場 梓、原 康祐、土井 稔、山中 淳二 
    NBD 回折円盤を用いた面間隔評価手法の精度検討 
    日本顕微鏡学会第 67回シンポジウム、札幌、2024年 11月 2-3日、PI-4（11月 2日） 
88 Pengshu Chen, Miki Horiuchi, Kosuke O. Hara, Junji Yamanaka, Keisuke Arimoto 
    Epitaxial Growth of Si and Ge on R-Plane and A-Plane Sapphire Substrates, 23rd International Conference on 

Molecular Beam Epitaxy, September 8-13, 2024, Matsue, TH-PS-37 
89 高垣 僚太、有元 圭介、山中 淳二、原 康祐 
    メカノケミカル効果を活用した近接蒸着法による CaSi2 薄膜の作製 
    第 85回応用物理学会秋季学術講演会、2024年 9月 16～20日、新潟、18a-A24-5 
90 Pengshu Chen, Junji Yamanaka, Kosuke O. Hara, Keisuke Arimoto 
    Epitaxial growth of Si and Ge on sapphire, JSAP Tokai New Frontier Research International Workshop, 

March 2 2025, Nagoya University, Sun-B24 
91 藤本 雄太、横田 もなみ、和田 直之、鈴木 陽洋、松川 和人、松本 光二、山本 博昭、原 康祐、山中 
淳二、有元 圭介 

    Si(110)ウエハー上に成膜した SiGe 薄膜の表面形状への基板傾斜の影響 
    第 72回応用物理学会春季学術講演会（2025年 3月 14～17日、東京理科大学(千葉県野田））15p-

K310-8 
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編集後記 

第 11 巻（2023-24 年度版）の年報をお届けします。前巻からの変更点は各機器の利用件数を、学内／山梨

県職員／他大学・公的研究機関／民間企業のように利用者の所属毎に示したことです。2023-24 年度では

FE-SEM、STEM、NMR、ESR、SPM、XPS、XRD などの機器について学外から利用がありました。機器分析セン

ターでは以前より学外の方が機器を利用することが可能であり、機器が広く有効活用されています。この「機器

が広く有効活用されていること（＝共用化）」は、機器が経年劣化し、新しいものに更新するときの予算申請で

アピールポイントとなります。たとえば、概算要求では、2023 年度に XPS、2024 年度に FIB-SEM（STEM 用試

料の加工装置）の申請を行い、採択されました。学外者による機器の利用は多いわけではありませんが、利用

があることについてご承知おきいただければと思います。 

さて、私も 2022 年に機器分析センターの専任教員に着任して 3 年半が経ちました。この間に私が腐心して

きたのは電気料金についてです。当センターには 24 時間空調が必要な機器や、電子顕微鏡のように非常に

多くの電気を使用する機器があります。これらの機器について節電対策を行ってきているものの、電気料金は

高くなりがちです。これまでは大学本部や工学部に多くの補助をお願いし、機器の利用料金を低く抑えてきま

したが、2025 年度からは機器によっては利用料金を大幅に上げざるを得なくなりました。利用者の皆様におか

れましては、ご理解のほど、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

2025 年 10 月 

機器分析センター専任教員 

藤井一郎 
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